
与野中央公園整備事業について

さいたま市都市局みどり公園推進部都市公園課
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１．与野本町駅周辺地区まちづくりマスタープランでの役割

LP1：中央区役所周辺をはじめとした３拠点の強化

⇒ プロジェクト②：与野中央公園整備による緑の拠点の強化
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【施策の方向性】

 多様な活動の舞台となる広場とみどりの整備推進

⇒○スポーツ・自由な遊び・休息・イベント・交流などの様々な活動ができる

複数の広場の整備

○子育て世代や高齢者が利用しやすい休憩施設の配置

○高沼用水路等の水や樹林地のみどり等を活かした郷土の自然と調和

した空間デザイン

 複合スポーツ施設等の整備検討

⇒○老朽化した与野体育館に代わる複合スポーツ施設の整備検討。

○複合スポーツ施設の整備に併せて、防災機能の強化を図る。

 地域による公園管理・運営の参画に向けた検討

⇒○地域住民が主体となったイベントの開催

○地域住民等による積極的な公園美化活動



２．与野中央公園の概要
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公園のコンセプト

・自然、歴史、文化を取込んだ郷土色
あふれた公園づくり

○計画テーマ

『市民のコモンスペース・郷土の原っぱ』

○計画の目標

・広さを生かした公園づくり

・多様性とシンボル性に富んだ公園づくり

公園の概要

場所 ： さいたま市中央区新中里４丁目１２７５外

都市計画決定面積 ： 8.1ha （既開設：2.15ha）

都市計画決定時期 ： 昭和59年1月（当初）

事業範囲
※鴻沼川を除く

既開設
範囲

遊
具
広
場

インクルーシブ
遊具エリアと

駐車場

草原広場

ふるさとの森
エリア

調節池底面
エリア

高沼用水路脇
の歩行空間

（仮称）次世代型
スポーツ施設
※場所は想定



３－①．各エリアの詳細計画について
草原広場

・イベント活用も見込めるまとまった1ha程度の草原広場
を整備。また、植栽や、ベンチ等の休憩施設を適切に配置。

・広さを生かし、目玉となるような遊具も配置予定。

（仮称）次世代型スポーツ施設

事業範囲
※鴻沼川を除く

【出典】国交省資料

イメージ写真

【出典】京都市都市緑化協会HP

※位置及びレイア
ウトは事業者の
提案により決定

区分 概要

メインアリーナ アリーナ、観客席、VIPルーム、ラウンジ

サブアリーナ 競技場、観客席

結節空間 多彩なミニイベントに活用できる空間、市民等が集いくつろ
げる空間等

その他 災害備蓄倉庫、施設内駐車場、機械室

・施設概要

以下の諸室は複数用途を兼ねたものとして整備することを妨げないものとし、
配置区分も事業者の提案に委ねるものとする。
・会議室 ・メディア関連機能
・フィットネススタジオ又はトレーニング室 ・管理運営機能
・更衣室、控室等 ・倉庫等
・医務・救護機能



３－②．各エリアの詳細計画について
ふるさとの森エリア

・緑豊かな「どんぐりの森」を活かした、自然性及び季節感
に富み、交流の場となる空間を地域とともに創出。

・夜のライトアップや自然と触れ合うイベントを想定。

高沼用水路脇の歩行空間
イメージ

事業範囲
※鴻沼川を除く

【出典】NPO birth HP

イメージ写真

【出典】京都市都市緑化協会HP

イメージ
（屋上緑化）

【出典】国営武蔵丘陵森林公園HP

【出典】大阪市HP 【出典】川崎市HP

・高沼用水路脇にある遊歩道の空間を一体的に再整備し、
親水性の高い空間を創出。

・樹木を連続で配置し、水と緑の豊かな散策路として機能。



３－③．各エリアの詳細計画について
調節池底面エリア

・令和４年度より着手しているが、今回の事業で新規整備。
・降雨時の周辺地域への洪水対策として、埼玉県が整備中。
・平時は、底面を公園としての効用を果たす計画を進行。
・現在の主な計画としては、多目的な活用が見込める芝生

と舗装の２種類の広場を配置し、沈砂池付近は、野草広場
といった水と緑の自由な空間を創出させる。

・スポーツ機能として、バスケットボールコートやスケボー
広場を計画。

・夜の降雨時の安全対策や、近隣への騒音等の問題から、
季節で変わるが、利用時間は9：00～18：00を予定。

事業範囲
※鴻沼川を除く

計画図は、変更の可能性があります。



３－④．各エリアの詳細計画について
遊具広場（北側）

・性別,年齢,言語や能力など、どんな違いも飛び越えて、
すべての子供たちが一緒に遊べる空間を新規整備。

・隣接する与野中央通りの歩道のがたつきも改修予定。
・現在の施設から台数を増やすため、駐車場は再整備。

・現在も多くの方々に利用いただいている状況。
・遊具は残した状態で、外構等をリニューアル整備予定。
・トイレは撤去し、南側のエリアへ新規設置。

インクルーシブ遊具エリアと駐車場（南側）

【出典】 ㈱コトブキHP

イメージ写真

事業範囲
※鴻沼川を除く



４．今後のスケジュール（予定）

対象範囲／年度 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12

調節池

与野中央通り
からの園路橋

（仮称）次世代型
スポーツ施設

インクルーシブエリア
(駐車場・歩道改修含む)

草原広場・ふるさとの森
エリア等

左岸側公園施設
(北側遊具広場)

※調節池工事は、R4年より着工
※（仮称）次世代型スポーツ施設は、設計・建設・開館準備期間を表示
※今後の整備進捗により変更される可能性あり


